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後 部尿道InvertedPapillomaの1例

旭川医科大学医学部泌尿器科学教室(主 任:八 竹 直教授)
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A CASE REPORT OF INVERTED PAPILLOMA OF 

        THE POSTERIOR URETHRA

Masayuki Tokumitsu, Hiromichi  Iuchi,

Mitsuru Morikawa and Sunao Yachiku

From the Department of Urology,  Asahikawa Medical College

   A case of inverted papilloma of the posterior urethra is reported. 
   A 59-year-old male was admitted with the chief complaint of hematuria. Urethrogram revealed 

a small defect in the neck of the bladder. Endoscopic examination revealed a polypoid tumor on 
the stalk arising from prostatic urethra, and transurethral resection was performed. The patient 
has been subsequently followed up and there has been no evidence of recurence. 

   Although 141 cases of inverted papilloma have been reported in many anatomical  sites of the 
urinary tract, only 19 cases in volving the posterior urethra have been described in Japan. This 
is the 20th case of a posterior urethra. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 219-222, 1992) 
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緒 言

Invertedpapillomaは,移 行上皮が間質内に内反

性に増殖を示す腫瘍である.尿 路での発生例は大部分

が膀胱であ り,尿 道発生例は比較的稀である.今 回わ

れわれは,後 部尿道に発生したinvertedpapilloma

の1例 を経験したので,本 邦報告例の集計とともに若

干の文献的考察を加え報告する.

症 例

患者:59歳,男 性

主訴:肉 眼的血尿

現病歴:1988年10月 か ら2年 間に,無 症候性肉眼的

血尿を3度 繰 り返した.そ の度に近医を受診 し止血剤

等の内服治療を受けていた.1990年12月13日,症 状の

改善が認め られず当科を受診 した.膀 胱鏡にて前立腺

部尿道に腫瘤を認め,治 療 目的で入院となった.

既往歴 ・IO数年聞におよぶ慢性肝炎

家族歴:特 記すべきことなし

現症=視 ・触診上,胸 腹部や外陰部に異常を認めな

い.

血液 ・生化学検査:慢 性肝炎によると思われる軽度

肝機能障害を認める以外に著変はない.

尿検査:沈 渣に多数の赤血球 と,8～10/hpfの 白血

球を認めた.細 胞診にて核の濃縮 ・不整型を示す移行

上皮細胞を認めたが,明 らかな悪性細胞は指摘されな

かった.

画像診断lKUB・IVPに て異常所見はなく.尿 道

造影で後部尿道から膀胱頸部にかけて,陰 影欠損を認

めた(Fig.1).

膀胱鏡検査=膀 胱内は軽度肉柱形成を認めるのみで

あった,内 尿道口より約5mm遠 位 の.前立腺部尿道

,Nit • . 

                             ... 

       44 
             . . 

..

/ 

Fig. I. Urethrocystogram showing a filling defect 
       at the bladder neck.
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Table1.Distributionofagcandsex.

()…Casesofposterior

urethra.

年齢 男性 女性 計

灘 難

無 灘購
resected

0～91(0)

10～192(0)

20～299(2)

30～3916(1)

40～4912(3)

50～5924(3)

60～6932(5)

70～7923(4)

80～5(1)

不 明(1)

0

0

0

1

2

5

2

2

0

1

2

9

17

14

34

25

5

5

計 124(20) 12 141

麹
Fig.3.HigherpowerviewofthetumQr.Nei-

thernuclearatypianormitosiswere

observed.(H.E.×100)

Table2.Sitesofinvertedpapilioma.

膀 胱 内

頸 部

三角部

尿管ロ周囲

その他

後部尿道

尿 管

腎 孟

外尿道ロ

110例

45例

40例

11例

14例

20例

8例

捌

1例

78.0%

31.9%

28.4%

ア.8%

9.9%

14.1%

5.7%

1.4%

0.8%

計 141例 100.0%

の3時 か ら5時 の位置より,膀 胱内に突出する表面平

滑,栂 指頭大,先 端が一部乳頭状の有茎性腫瘍を認め

た.

以上より,後 部尿道腫瘍の診断のもとに,経 尿道的

切除術を施行した.

組織学的所見1腫 瘍は表層が数層の移行上皮に覆わ

れ,表 層から内部に向かって上皮索が乳頭状に陥入し

ていた(Fig.2).上 皮索の大部分は5～6層 の細胞か

ら成 り,個 々の細胞は異型性に乏しく,核 分裂像を認

めなかった.上 皮索内にはエオジソ好性物質の入った

小嚢胞の散在を認めた(Fig.3).

以上の所見より,典 型的なinvertedpapillomaと

診断した・術後経過は良好で,患 者は術後10日 目に退

院し,3ヵ 月を経過 した現在,再 発を認めていない.

考 察

尿 路 のinvertedpapillomaは,1963年 のPotts

らDの 報 告 以来,欧 米 では250以 上 の 症 例 が 報 告 さ れ

てお り2),尿 路 腫 瘍 全 体 の 約2%を 占 め る とされ て い

る.

本邦では稲田らによる報告3)を 噛矢とし,鈴 木ら4)

がま とめた107例 に,わ れわれが検索 しえた34例 を加

え,1990年12月 までに自験例を含め141例 の 報告があ

る.そ の内訳は,男 性124例,女 性12例,性 別不明5

例,男 女比は約10:1と,圧 倒的に男性に多い.発 症

年齢は男性は8歳 から87歳 平均53.3歳,女 性は36歳 か

ら72歳平均56,6歳,全 体では平均53.6歳 であ り,50歳

～70歳 代に多く,男 性では若年から発症 をみて いる

(Tablel).発 生部位は,膀 胱が110例 と全体の約78%

を占め,後 部尿道は20例(約14%),以 下尿管8例,

腎 孟2例,女 性 外尿道 口1例 が報告 されて いる

(Table2).

つ ぎに,後 部尿道発生の報告全20例 につ いて見 る

とb-:1)(Table3),年 齢は26歳 か ら80歳,平 均57 .9歳

と,尿 路全体のに比べ,や や高齢発症の傾向が認めら

れた.20例 中,肉 眼的血尿を主訴としたものが13例 を

占め,つ いで排尿困難が4例 であ った.大 きさは米粒

大から3cm大 までさまざまであ り,形 態は細長く有

茎性で表面平滑なものが多数を占めた.腫 瘍発見時,

多発であったものは2例 のみであった.治 療に関して
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報 告 者 年 齢 主 訴 大きさ 治 療

1井

2斯

3〃

4永

5矢 嶋

6藤 沢

7水 谷

8木 村

9後 藤

10長 谷川

日 高 橋

12小 浜

13石 川

14小 濱

15鈴 木

16山 田

1ア 池 井

18原

19住 吉

20自 験例

口5)

波`}

井 力

,

,

}

:)

}

}

}

】

26

45

5フ

61

75

80

53

39

27

アア

69

ア6

67

62

41

ア3

69

59

血 尿

尿線途絶

排尿困難

血 尿

血 尿

排尿困難

血

血

血

血

尿

尿

尿

尿

排尿困難

血 尿

排尿困難

尿 潜 血

血 尿

血

血

血

血

尿

尿

尿

尿

小指頭 大

小指頭 大

30×12×10mm

20×10×8mm

φ15mm

棍棒状

多発性

小豆大

長径8㎜

小指頭大

米粒大

大豆大

長さ24mm

小指頭大

27×10mm

多発性

栂 指頭大

TUR

丁UR

TUR

TUR

TUR

経腹的切除

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

経腹的切除

TUR

TUR

は,自 験 例 を 含 め18例 に経 尿 道 的 切 除 術 が,2例 に経

腹的 切 除術 が 行 わ れ て お り,再 発 例 の報 告 は な い.

Invertedpapillomaの 成 因 と して,2つ の 説 が 論

じられ てい る。Cummings22>,DeMeesterら23)は,慢

性炎 症 に続 発 す る過 形 成 で あ る と述 べ て い る.し か し

慢性膀 胱 炎 に 罹 患 し易 い女 性 に少 な く,罹 患 し難 い と

考え られ る若年 者 に も見 られ てい る.ま た 病 理 組 織 学

的に 炎症 性 の 反 応 を認 め な い も の も多 い24).以 上 の こ

とか ら,過 形 成 説 の み で の説 明 はや や 困難 で あ る と考

え られ てい る.新 生 物 で あ る と す る説 は,Trites25),

長 船 ら26)に よ り述 べ られ て い る.さ らに藤 田 ら27)は,

ラtV1・へ のBBN投 与 に よ る 実 験 的膀 胱腫 瘍 発 生 過

程 に お いて 高 頻 度 にinvertedpapiHomaが 発 生 す る

と報告 して い る.ま た金 子 ら28)は,走 査 電 顕 を 用 い た

検 索 に よ りinvertedpapillomaは 分 化 型 移 行 上 皮 腫

瘍 よ りさ らに 分 化 した腫 瘍 で あ る と述 べ て お り,移 行

上 皮か ら発 生 した新 生物 とす る意 見 が大 勢 を 占め て い

る.し か しな が ら,そ の成 因,発 生 ・発 育 過 程 は 現 時

点 にお い て は,明 確 に され た とは 云い 難 い.

組 織 学 的 検 索 に お い て,核 分 裂 像 や 異 型 性 を 認 め た

症例,悪 性 豫 を 見た 症 例 の報 告 が 近 年 次 第 に 増 加 して

て い る こ と(Table4),さ らに 症 例 は 少 な い が再 発 を

見た も の も報告 され て い る こ と(Table5)か ら,充

分 な 定 期 的経 過 観 察 が 必 須 で あ る と考 え る.

Table4. Casesofinvertedpapillomaswith

malignanttranSfOrmatiOns.

報 告 者 発生部位 組 織 所 見

永 井(1979)

Uyama(1981)

黒 岡(1985)

横 山(1989)

冨 田(1989)

長 田(1990)

山 田(1990)

内 田(1990)

住 吉(1990)

後 部 尿 道 一部にTCC・G1～2様 変化

左 腎 孟 一部にTCC相 当の変化

左 尿 管 ロ ー部にTCC・G1相 当の変化

膀胱三角部3/4にTCC・G1相 当の変化

内尿道ロ部 少数の核分裂像

↑CC・G1・G2の 再発

膀 胱 一部にTCC・Glを 伴 う
一部にTCC・G1相 当の変化

膀 胱 頸 部 一部にTCC・G2を 伴 う

膀胱 ・尿道2/3にTCC・G2相 当の変化

Table5, Casesofrecurrentinvertedpapil-

Iomas

報 告 者 初発部位 再発部位 再発までの期間

黒岡(1985)内 尿道ロ 左尿管 ロ

横 山(1985)膀 胱頸部 同 部

1年7ヵ 月

1年10ヵ 月

冨田(1989)膀 胱頸部 膀胱後壁19ヵ 月 ・35ヵ月

山田(1990)右 尿管ロ 膀胱内3ヵ所

43ヵ 月 ・53ヵ 月

6年

結 語

本邦20例 目の 後部 尿道 に発 生 したinvertedpapil-

Iomaの1例 を 報告 し,尿 路 に 発 生 し たinverted

papilloma本 邦 報 告141例 の集 計 を 行 うと と もに,成

因 とそ の 取 扱 い に つ い て文 献 的考 察 を加 えた.

本論文の要旨は第305回 日本泌尿器科学会北海道地方会に

おいて発表した.
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